
(57)【要約】

【課題】接製本装置に使用する接着剤吐出手段の吐出口

に糊が固まらないように洗浄するための接着剤吐出手段

の洗浄装置及び洗浄方法を提供するものである。

【解決手段】一連の吐出作業の終了後か所定回数の吐出

後に、接着剤吐出手段４８のノズル５０を容器３０内の

水に漬けた洗浄部材３６の上位でしかも洗浄部材３６に

接触しない状態に位置させる。その後、洗浄部材３６を

回転させて、その洗浄部材３６の円弧面４４をノズル５

０に接触させて水を含んだ円弧面４４でノズル５０を洗

浄する。これによって、ノズル５０に糊のダマが発生す

ることを防止でき、糊の吐出量を安定させて、良好な製

本を行うことができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 接 着 剤 吐 出 手 段 の ノ ズ ル を 洗 浄 す る た め の 洗 浄 装 置 で あ っ て 、 内 部 に 水 を 入 れ る も の で
あ っ て 上 部 を 開 口 す る 容 器 と 、 そ の 容 器 内 に 回 転 自 在 に 保 持 さ れ る も の で あ っ て 吸 水 性 の
あ る 素 材 か ら 成 る 洗 浄 部 材 と 、 そ の 洗 浄 部 材 の 回 転 方 向 の 外 周 面 を 形 成 す る も の で あ っ て
回 転 中 心 か ら の 半 径 が 相 対 的 に 大 き い 径 大 外 周 面 並 び に 回 転 中 心 か ら の 半 径 が 相 対 的 に 小
さ い 径 小 外 周 面 と 、 前 記 洗 浄 部 材 を 回 転 さ せ る た め の 駆 動 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 製 本 装 置 に 使 用 す る 接 着 剤 吐 出 手 段 の 洗 浄 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 容 器 を 製 本 装 置 の 基 部 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 本
装 置 に 使 用 す る 接 着 剤 吐 出 手 段 の 洗 浄 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 径 大 外 周 面 が 前 記 洗 浄 部 材 の 回 転 中 心 を 中 心 と す る 角 度 を １ ８ ０ 度 以 上 の 同 一 半 径
の 円 弧 面 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 製 本 装 置 に 使 用 す る 接 着 剤 吐 出 手 段 の 洗
浄 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 回 転 軸 に ア ー ム を 固 定 し 、 そ の ア ー ム の 位 置 を 検 知 す る 検 知 手 段 を 備 え 、 前 記 径 小
外 周 面 を 上 方 に 位 置 さ せ た 状 態 か ら 前 記 駆 動 手 段 を 作 動 さ せ て 前 記 洗 浄 部 材 を 回 転 さ せ 、
前 記 検 知 手 段 が １ 回 転 し た ア ー ム を 検 知 し て 前 記 駆 動 手 段 の 作 動 を 停 止 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 記 載 の 本 装 置 に 使 用 す る 接 着 剤 吐 出 手 段 の 洗 浄 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 水 を 入 れ る 容 器 と 、 そ の 容 器 内 に 回 転 自 在 に 保 持 さ れ る も の で あ っ て 吸 水 性 の あ る 素 材
か ら 成 る 洗 浄 部 材 と 、 そ の 洗 浄 部 材 の 回 転 方 向 の 外 周 面 を 形 成 す る も の で あ っ て 回 転 中 心
か ら の 半 径 が 相 対 的 に 大 き い 径 大 外 周 面 並 び に 回 転 中 心 か ら の 半 径 が 相 対 的 に 小 さ い 径 小
外 周 面 と を 有 す る も の で あ っ て 、 前 記 接 着 剤 吐 出 手 段 を 内 部 に 水 を 入 れ た 前 記 容 器 の 上 方
に 移 動 さ せ た 時 に 前 記 接 着 剤 吐 出 手 段 の ノ ズ ル が 前 記 洗 浄 部 材 の 径 小 外 周 面 と 接 触 し な い
状 態 で そ の 上 方 に 位 置 し 、 そ の 後 前 記 洗 浄 部 材 を 回 転 さ せ る こ と で 前 記 径 大 外 周 面 が 前 記
ノ ズ ル に 接 触 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 製 本 装 置 に 使 用 す る 接 着 剤 の 洗 浄 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 製 本 作 業 の 終 了 ま で ま た は 製 本 作 業 の 途 中 に お け る 所 定 回 数 の 接 着 剤 の 吐 出 ま で は 、 前
記 接 着 剤 吐 出 手 段 を 前 記 洗 浄 部 材 の 上 方 に 移 動 さ せ な い よ う に し 、 製 本 作 業 の 終 了 後 ま た
は 製 本 作 業 の 途 中 に お け る 所 定 回 数 の 接 着 剤 の 吐 出 後 に 、 前 記 接 着 剤 吐 出 手 段 を 前 記 洗 浄
部 材 の 上 方 に 移 動 さ せ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 製 本 装 置 に 使 用 す る
接 着 剤 の 洗 浄 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 製 本 装 置 に 使 用 す る 接 着 剤 吐 出 手 段 を 洗 浄 す る 装 置 と 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 建 築 関 係 等 を は じ め と す る 各 種 の 分 野 で は 、 関 係 図 面 の コ ピ ー や 印 刷 物 を 製
本 し 、 そ の 製 本 を 行 政 や 顧 客 や 作 業 現 場 へ 提 出 ま た は 配 布 し て い る 。 こ の た め 、 コ ピ ー や
印 刷 を 施 し た 用 紙 を 用 い て 製 本 を 行 う 製 本 装 置 が 特 許 文 献 １ に 提 供 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ９ ６ ５ ９ ６ ７ 号 （ 第 ４ 頁 、 図 ５ － ６ ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に 示 さ れ て い る 製 本 装 置 で は 、 用 紙 の 片 面 （ 裏 面 ） の 全 域 に 乾 式 の 加 圧 接 着
剤 を 予 め 塗 布 し た 特 殊 用 紙 を 使 用 す る 。 こ の 特 殊 用 紙 の も う 一 方 の 面 に コ ピ ー や 印 刷 を 施
し 、 コ ピ ー や 印 刷 等 を 行 っ た 面 を 内 側 に し て 特 殊 用 紙 を 二 つ に 折 り 曲 げ て 加 圧 接 着 剤 を 施
し た 面 を 外 側 に 露 出 さ せ る 。 製 本 装 置 で は 、 二 つ に 折 り 曲 げ た 特 殊 用 紙 を １ 枚 ず つ 順 に 内
部 に 搬 送 し 、 内 部 に 搬 送 し た 特 殊 用 紙 を １ 枚 ず つ 製 本 装 置 の 所 定 の 位 置 に 積 層 さ せ る 。 新

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-111409 A 2005.4.28



た に 載 せ ら れ た 特 殊 用 紙 を 積 層 物 の 上 か ら 加 圧 す る こ と で 、 新 た に 載 せ ら れ た 特 殊 用 紙 と
積 層 物 の 一 番 上 の 特 殊 用 紙 と の 接 着 剤 同 士 が 加 圧 に よ っ て 接 着 さ れ る 。 こ の 作 業 を 繰 り 返
す こ と で 、 見 開 き の 両 頁 で 一 枚 の 特 殊 用 紙 に 施 し た コ ピ ー や 印 刷 を 表 示 す る 本 を 作 成 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 特 許 文 献 １ に 示 す 製 本 装 置 を 使 用 す る も の に お い て は 、 片 面 の 全 域 に 乾 式 の 加 圧 接
着 剤 を 予 め 塗 布 し た 特 殊 用 紙 を 使 用 し な け れ ば な ら な い 。 即 ち 、 加 圧 接 着 剤 を 予 め 塗 布 し
て い な い 用 紙 を 使 用 し て コ ピ ー や 印 刷 し た も の で は 、 製 本 す る こ と が で き な い と い う 欠 点
が あ っ た 。 更 に 、 片 面 の 全 域 に 乾 式 の 加 圧 接 着 剤 を 予 め 塗 布 し た 特 殊 用 紙 を 使 用 す る 場 合
に は 、 用 紙 の コ ス ト が 高 く 、 製 本 全 体 の 費 用 が 高 く な る と い う 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の た め 、 本 願 発 明 者 は 、 片 面 の 全 域 に 乾 式 の 加 圧 接 着 剤 を 予 め 塗 布 し た 特 殊 用 紙 に 代
え て 、 普 通 紙 を 用 い て 製 本 を 行 う 製 本 装 置 と 製 本 方 法 と を 考 え る に 至 っ た 。 普 通 紙 を 用 い
て 製 本 を 行 う 場 合 に は 、 コ ピ ー や 印 刷 を 行 っ た 面 を 内 側 に し て 普 通 紙 を 二 つ に 折 り 曲 げ て
、 製 本 装 置 内 に １ 枚 ず つ 順 に 積 層 物 の 上 に 積 重 ね ら れ る と こ ろ ま で は 従 来 と 同 じ で あ る が
、 新 た に 積 重 ね ら れ た 二 つ 折 り の 普 通 紙 の 上 に 糊 等 の 接 着 剤 を 塗 布 す る も の で あ る 。 即 ち
、 積 層 物 の 上 面 に 糊 を 塗 っ た 後 、 そ の 上 に 新 た に 投 入 さ れ た 二 つ 折 り の 普 通 紙 を 積 重 ね る
。 こ の 作 業 を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 、 普 通 紙 を 用 い た 製 本 を 行 う こ と が 可 能 に な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 普 通 紙 を 用 い て 製 本 す る 製 本 装 置 で は 、 積 層 物 の 上 に １ 枚 ず つ 新 た に 積 重 ね ら れ た 二 つ
折 り の 普 通 紙 の 上 に 糊 等 の 接 着 剤 を 塗 布 す る こ と か ら 、 接 着 剤 吐 出 手 段 を 備 え て い る 。 製
本 時 に は 、 積 層 物 の 上 に 普 通 紙 が 載 せ ら れ る 度 に 、 接 着 剤 吐 出 手 段 を 積 層 物 の 上 方 に お い
て 直 線 方 向 に 走 行 さ せ 、 積 層 物 の 上 に 新 た に 載 せ ら れ た 普 通 紙 の 上 に 糊 を 直 線 的 に あ る い
は 直 線 方 向 に 間 欠 的 に 塗 布 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 １ 回 の 製 本 が 終 了 し た 後 、 次 の 製 本 を 行 う ま で は 時 間 が 空 く が 、 こ の 間 に 接 着 剤 吐 出 手
段 の 吐 出 口 に 糊 が ダ マ に な っ て 固 ま り 、 次 の 製 本 時 に 糊 の 出 が 悪 く な る お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 製 本 装 置 に 使 用 す る 接 着 剤 吐 出 手 段 の 吐 出
口 に 糊 が 固 ま ら な い よ う に 洗 浄 す る た め の 接 着 剤 吐 出 手 段 の 洗 浄 装 置 及 び 洗 浄 方 法 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に 係 る 接 着 剤 吐 出 手 段 の 洗 浄 装 置 は 、 接 着 剤 吐 出 手 段
の ノ ズ ル を 洗 浄 す る た め の 洗 浄 装 置 で あ っ て 、 内 部 に 水 を 入 れ る も の で あ っ て 上 部 を 開 口
す る 容 器 と 、 そ の 容 器 内 に 回 転 自 在 に 保 持 さ れ る も の で あ っ て 吸 水 性 の あ る 素 材 か ら 成 る
洗 浄 部 材 と 、 そ の 洗 浄 部 材 の 回 転 方 向 の 外 周 面 を 形 成 す る も の で あ っ て 回 転 中 心 か ら の 半
径 が 相 対 的 に 大 き い 径 大 外 周 面 並 び に 回 転 中 心 か ら の 半 径 が 相 対 的 に 小 さ い 径 小 外 周 面 と
、 前 記 洗 浄 部 材 を 回 転 さ せ る た め の 駆 動 手 段 と を 有 す る も の で あ る 。 本 発 明 の 接 着 剤 吐 出
手 段 の 洗 浄 装 置 は 、 前 記 容 器 を 製 本 装 置 の 基 部 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け る よ う に し た も の で
あ る 。 本 発 明 の 接 着 剤 吐 出 手 段 の 洗 浄 装 置 は 、 前 記 径 大 外 周 面 が 前 記 洗 浄 部 材 の 回 転 中 心
を 中 心 と す る 角 度 を １ ８ ０ 度 以 上 の 同 一 半 径 の 円 弧 面 と し た も の で あ る 。 本 発 明 の 接 着 剤
吐 出 手 段 の 洗 浄 装 置 は 、 前 記 回 転 軸 に ア ー ム を 固 定 し 、 そ の ア ー ム の 位 置 を 検 知 す る 検 知
手 段 を 備 え 、 前 記 径 小 外 周 面 を 上 方 に 位 置 さ せ た 状 態 か ら 前 記 駆 動 手 段 を 作 動 さ せ て 前 記
洗 浄 部 材 を 回 転 さ せ 、 前 記 検 知 手 段 が １ 回 転 し た ア ー ム を 検 知 し て 前 記 駆 動 手 段 の 作 動 を
停 止 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 接 着 剤 吐 出 手 段 の 洗 浄 方 法 は 、 水 を 入 れ る 容 器 と 、 そ の 容 器 内 に 回 転 自 在
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に 保 持 さ れ る も の で あ っ て 吸 水 性 の あ る 素 材 か ら 成 る 洗 浄 部 材 と 、 そ の 洗 浄 部 材 の 回 転 方
向 の 外 周 面 を 形 成 す る も の で あ っ て 回 転 中 心 か ら の 半 径 が 相 対 的 に 大 き い 径 大 外 周 面 並 び
に 回 転 中 心 か ら の 半 径 が 相 対 的 に 小 さ い 径 小 外 周 面 と を 有 す る も の で あ っ て 、 前 記 接 着 剤
吐 出 手 段 を 内 部 に 水 を 入 れ た 前 記 容 器 の 上 方 に 移 動 さ せ た 時 に 前 記 接 着 剤 吐 出 手 段 の ノ ズ
ル が 前 記 洗 浄 部 材 の 径 小 外 周 面 と 接 触 し な い 状 態 で そ の 上 方 に 位 置 し 、 そ の 後 前 記 洗 浄 部
材 を 回 転 さ せ る こ と で 前 記 径 大 外 周 面 が 前 記 ノ ズ ル に 接 触 す る よ う に し た も の で あ る 。 本
発 明 に 係 る 接 着 剤 吐 出 手 段 の 洗 浄 方 法 は 、 製 本 作 業 の 終 了 ま で ま た は 製 本 作 業 の 途 中 に お
け る 所 定 回 数 の 接 着 剤 の 吐 出 ま で は 、 前 記 接 着 剤 吐 出 手 段 を 前 記 洗 浄 部 材 の 上 方 に 移 動 さ
せ な い よ う に し 、 製 本 作 業 の 終 了 後 ま た は 製 本 作 業 の 途 中 に お け る 所 定 回 数 の 接 着 剤 の 吐
出 後 に 、 前 記 接 着 剤 吐 出 手 段 を 前 記 洗 浄 部 材 の 上 方 に 移 動 さ せ る よ う に し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 接 着 剤 吐 出 手 段 の ノ ズ ル を 洗 浄 す る 際 に 、 水 に 浸 し た 吸 水 性 の あ る 洗 浄 部 材 の 上 位 に ノ
ズ ル を 移 動 さ せ る が 、 ノ ズ ル を 洗 浄 部 材 に 接 触 し な い 状 態 に す る 。 そ の 後 、 洗 浄 部 材 を 回
転 さ せ る こ と で 、 水 を 含 ん だ 洗 浄 部 材 の 円 弧 面 を ノ ズ ル に 接 触 さ せ て そ の 円 弧 面 に 含 ん だ
水 で ノ ズ ル を 洗 浄 す る 。 こ の よ う に 水 を 含 ん だ 洗 浄 部 材 で ノ ズ ル を 洗 浄 す る こ と に よ っ て
、 ノ ズ ル に 糊 の ダ マ が 発 生 す る こ と が 防 止 で き 、 糊 の 吐 出 量 を 安 定 さ せ て 、 良 好 な 製 本 を
行 う こ と が で き る 。 ノ ズ ル を 洗 浄 部 材 の 上 位 に 位 置 さ せ た 時 に 、 ノ ズ ル と 洗 浄 部 材 と が 接
触 し な い よ う に し て 、 そ の 後 、 洗 浄 部 材 を 回 転 さ せ る こ と で ノ ズ ル と 洗 浄 部 材 と を 接 触 さ
せ る 。 こ れ に よ っ て 、 ノ ズ ル に よ る 洗 浄 部 材 の 損 傷 を 押 え て 洗 浄 部 材 の 長 期 の 使 用 を 可 能
に す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 本 発 明 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 に 係 る 製 本 装 置 に 使 用 す る 接 着 剤
吐 出 手 段 の 洗 浄 装 置 の 要 部 断 面 図 、 図 ２ は 図 １ に 示 す 清 接 着 剤 吐 出 手 段 の 分 解 斜 視 図 斜 視
図 で あ る 。 接 着 剤 吐 出 手 段 の 洗 浄 装 置 は 主 に 、 基 部 １ ０ に 固 定 さ れ る 保 持 手 段 １ ２ と 、 基
部 １ ０ や 保 持 手 段 １ ２ に 対 し て 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ る 洗 浄 手 段 １ ４ と 、 基 部 １ ０ に 固
定 さ れ る 台 １ ６ と 、 台 １ ６ の 上 に 着 脱 自 在 に 固 定 さ れ る も の で あ っ て 先 端 に 駆 動 歯 車 １ ８
を 備 え た 駆 動 手 段 と し て の モ ー タ ２ ０ と を 有 す る 。 前 記 保 持 手 段 １ ２ は 、 両 側 に ガ イ ド ２
２ ａ ， ２ ２ ｂ を 備 え た ボ デ ィ ２ ４ と 、 そ の ボ デ ィ ２ ４ に 固 定 さ れ る も の で あ っ て 第 一 固 定
手 段 と し て の 磁 石 ２ ６ と 、 ボ デ ィ ２ ４ に 固 定 さ れ る 回 転 検 知 セ ン サ ２ ８ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 洗 浄 手 段 １ ４ は 、 上 部 を 開 口 し た 容 器 ３ ０ と 、 そ の 容 器 ３ ０ 内 に 備 え ら れ る ２ 個 の ベ ア
リ ン グ ３ ２ と 、 ２ 個 の ベ ア リ ン グ ３ ２ に よ っ て 回 転 自 在 に 保 持 さ れ る 軸 ３ ４ と を 有 す る 。
こ の 軸 ３ ４ に は 、 洗 浄 部 材 ３ ６ と 従 動 歯 車 ３ ８ と ア ー ム ４ ０ と が 固 定 さ れ る 。 容 器 ３ ０ の
外 側 面 に は 、 第 二 固 定 手 段 と し て の 鉄 板 ４ ２ が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ は 、 軸 ３ ４ に 対 し て 直 角 方 向 に 切 断 し た 洗 浄 部 材 ３ ６ の 断 面 図 で あ る 。 図 ３ （ ａ ）
， （ ｂ ） は 、 洗 浄 部 材 ３ ６ の 異 な る 回 転 位 置 を 示 す 。 図 １ 並 び に 図 ３ に 示 す よ う に 、 洗 浄
部 材 ３ ６ に お け る 回 転 方 向 の 外 周 面 は 、 径 大 外 周 面 と し て の 円 弧 面 ４ ４ と 径 小 外 周 面 と し
て の 平 面 ４ ６ と か ら 成 る 。 径 大 外 周 面 と し て の 円 弧 面 ４ ４ は 、 後 述 す る 接 着 剤 吐 出 手 段 の
ノ ズ ル と 接 触 す る も の で あ っ て 、 ノ ズ ル と の 接 触 長 さ を 長 く す る た め に 、 軸 ３ ４ の 回 転 中
心 を 中 心 と す る １ ８ ０ 度 以 上 の 同 一 半 径 の 外 周 面 と す る の が 望 ま し い 。 平 面 ４ ６ は 、 後 述
す る 接 着 剤 吐 出 手 段 の ノ ズ ル と 接 触 し な い も の で あ っ て 、 軸 ３ ４ か ら の 距 離 が 円 弧 面 ４ ４
の 半 径 よ り も 短 く 設 定 さ れ て い る 。 洗 浄 部 材 ３ ６ は 、 例 え ば ウ レ タ ン 系 の ス ポ ン ジ の よ う
な 吸 水 性 の あ る 柔 軟 な 素 材 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ の 分 解 状 態 か ら 洗 浄 装 置 を 組 立 て る に は 、 容 器 ３ ０ に 固 定 し た 鉄 板 ４ ２ 側 を 先 頭 に
し て 、 保 持 手 段 １ ２ の 一 対 の ガ イ ド ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ の 間 を 磁 石 ２ ６ 側 に 向 け て 洗 浄 手 段 １
４ を 挿 入 す る 。 こ れ に よ っ て 、 磁 石 ２ ６ に 鉄 板 ４ ２ が 吸 着 さ れ て 洗 浄 手 段 １ ４ が 保 持 手 段
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１ ２ に 固 定 さ れ る 。 洗 浄 手 段 １ ４ と 保 持 手 段 １ ２ と の 固 定 後 は 、 人 間 の 力 に よ っ て 洗 浄 手
段 １ ４ が 保 持 手 段 １ ２ か ら 容 易 に 離 れ る も の と す る 。 な お 、 保 持 手 段 １ ２ に 鉄 板 ４ ２ を 固
定 し 、 洗 浄 手 段 １ ４ に 磁 石 ２ ６ を 固 定 す る よ う に し て も 良 い 。 ま た 、 保 持 手 段 １ ２ と 洗 浄
手 段 １ ４ と の 固 定 手 段 と し て は 、 磁 石 ２ ６ と 鉄 板 ４ ２ に 限 る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 洗 浄 手 段 １ ４ を 保 持 手 段 １ ２ に 固 定 す る 際 に 、 洗 浄 手 段 １ ４ の 容 器 ３ ０ の 内 部 に 水 を 充
分 満 た し 、 少 な く と も 洗 浄 部 材 ３ ６ の 大 半 が 水 面 下 に な る よ う に 設 定 す る 。 洗 浄 手 段 １ ４
を 保 持 手 段 １ ２ に 固 定 し た 後 、 台 １ ６ に モ ー タ ２ ０ を 載 せ 、 モ ー タ ２ ０ に 取 り 付 け た 駆 動
歯 車 ２ ０ を 洗 浄 手 段 １ ４ の 軸 ３ ４ に 固 定 し た 従 動 歯 車 ３ ８ と 噛 み 合 わ せ る 。 モ ー タ ２ ０ は
図 示 し な い 制 御 手 段 に よ っ て 作 動 さ せ ら れ る も の で 、 モ ー タ ２ ０ の 駆 動 力 が 駆 動 歯 車 ２ ０
と 従 動 歯 車 ３ ８ と を 介 し て 軸 ３ ４ に 伝 え ら れ る こ と に よ っ て 、 洗 浄 部 材 ３ ６ が 軸 ３ ４ を 中
心 に 回 転 さ せ ら れ る 。 こ の モ ー タ ２ ０ の 駆 動 （ 軸 ３ ４ の 回 転 ） に よ っ て 、 洗 浄 部 材 ３ ６ は
図 ３ (ａ )の 状 態 （ 平 面 ４ ６ が 上 方 に な っ た 状 態 ） か ら 、 図 ３ (ｂ )の 状 態 （ 円 弧 面 ４ ４ が 上
方 に な っ た 状 態 ） を 経 て 、 後 述 す る よ う に 図 ３ (ａ )の 状 態 に な る 。 な お 、 図 ３ (ａ )の 状 態
で 、 洗 浄 部 材 ３ ６ の 上 方 に 接 着 剤 吐 出 装 置 ４ ８ が 位 置 す る 場 合 に は 、 接 着 剤 吐 出 装 置 ４ ８
の ノ ズ ル ５ ０ は 洗 浄 部 材 ３ ６ の 平 面 ４ ６ に 接 触 す る こ と が な い よ う に 設 定 さ れ 、 図 ３ (ａ )
の 状 態 か ら 図 ３ (ｂ )の 状 態 に な る と 、 接 着 剤 吐 出 装 置 ４ ８ の ノ ズ ル ５ ０ に 洗 浄 部 材 ３ ６ の
円 弧 面 ４ ４ が 接 触 す る よ う に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 洗 浄 装 置 で は 、 一 連 の 製 本 作 業 が 継 続 し て い る 間 （ 通 常 状 態 ） に お い て は 、 洗
浄 部 材 ３ ６ は そ の 平 面 ４ ６ が 上 方 に な っ た 図 １ 並 び に 図 ３ (ａ )の 状 態 に 保 た れ る 。 ま た 、
洗 浄 部 材 ３ ６ が 図 ３ （ ａ ） の 状 態 に あ る 場 合 に は 、 回 転 検 知 セ ン サ ２ ８ が ア ー ム ４ ０ の 位
置 を 検 知 し て 、 洗 浄 部 材 ３ ６ の 平 面 ４ ６ が 上 方 に 位 置 し て い る こ と を 認 識 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 洗 浄 装 置 を 用 い た 接 着 剤 吐 出 手 段 の 洗 浄 方 法 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る
。 図 ４ に 示 す よ う に 、 製 本 作 業 に お け る 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８ は 、 積 層 物 の 上 に 載 せ ら れ た
用 紙 ５ ２ 上 を そ の 縁 ５ ４ と 平 行 に 往 復 移 動 さ せ ら れ る 。 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８ は 往 復 移 動 の
う ち の 一 方 方 向 の 移 動 の 際 に 、 用 紙 ５ ２ の 上 に 糊 ５ ６ を 間 欠 的 に （ ま た は 直 線 的 に ） 吐 出
す る 。 用 紙 ５ ２ の 上 に 例 え ば 間 欠 的 に 円 形 に 吐 出 さ れ た 糊 ５ ６ は 、 そ の 後 一 点 鎖 線 に 示 す
よ う に 縁 ５ ４ 付 近 ま で 伸 ば さ れ る 。 本 発 明 の 洗 浄 手 段 １ ４ は 用 紙 ５ ２ の 側 縁 ５ ８ よ り 充 分
外 側 に 配 置 さ れ 、 し か も 洗 浄 手 段 １ ４ の 洗 浄 部 剤 ３ ６ は 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８ の 往 復 移 動 位
置 の 延 長 線 上 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 製 本 作 業 時 に お け る 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８ の 往 復 移 動 の 折 り 返 し 位 置 を 点 Ｘ と す る と 、 点
Ｘ は 用 紙 ５ ２ の 側 縁 ５ ８ よ り 内 側 で 、 洗 浄 手 段 １ ４ に 至 ら な い 位 置 と す る こ と が 望 ま し い
。 こ れ は 、 糊 の 吐 出 時 に は 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８ は 用 紙 ５ ２ の 上 方 の み を 往 復 移 動 し て 、 洗
浄 手 段 １ ４ の 上 方 に 至 ら な い よ う に す る こ と で 、 糊 付 け の 作 業 時 間 を 短 縮 す る た め で あ る
。 し か し 、 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８ の ノ ズ ル ５ ０ を 洗 浄 す る 際 に 、 図 ４ に お い て 、 接 着 剤 吐 出
手 段 ４ ８ を 洗 浄 手 段 １ ４ の 洗 浄 部 材 ３ ６ の 上 位 位 置 の Ｙ 点 （ 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８ の 往 復 移
動 方 向 の 延 長 線 上 の 位 置 ） ま で 移 動 で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８ が 用 紙 ５ ２ の 上 に 糊 ５ ６ を 吐 出 す る た め の 往 復 走 行 は 、 点 Ｘ の 位 置
で 毎 回 折 り 返 す 。 一 連 の 製 本 作 業 （ 糊 付 け 作 業 ） が 終 了 し た 場 合 に 、 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８
は 点 Ｘ の 位 置 を 越 え て 点 Ｙ の 位 置 、 即 ち 洗 浄 手 段 １ ４ の 洗 浄 部 材 ３ ６ の 上 方 の 位 置 ま で 移
動 す る 。 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８ が 図 ４ で 点 Ｙ の 位 置 ま で 移 動 し た 状 態 で は 、 洗 浄 部 材 ３ ６ は
図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 平 面 ４ ６ が 上 方 に 位 置 し て い る 状 態 で あ り 、 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８
の ノ ズ ル ５ ０ は 洗 浄 部 材 ３ ６ と は 接 触 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８ が 図 ４ で 点 Ｙ の 位 置 ま で 移 動 し た 後 、 制 御 手 段 （ 図 示 せ ず ） に よ っ
て モ ー タ ２ ０ を 作 動 さ せ て 、 洗 浄 部 材 ３ ６ を 軸 ３ ４ を 中 心 に １ 回 転 さ せ る 。 即 ち 、 図 ３ （
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ａ ） の 状 態 か ら 図 ３ （ ｂ ） の 状 態 （ 円 弧 面 ４ ４ が 上 方 に な っ た 状 態 ） を 経 て 再 び 図 ３ （ ａ
） の 状 態 ま で 回 転 さ せ る 。 図 ３ （ ａ ） の 状 態 か ら 図 ３ （ ｂ ） の 状 態 に な る と 、 洗 浄 部 材 ３
６ の 円 弧 面 ４ ４ が 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８ の ノ ズ ル ５ ０ に 接 触 す る 。 洗 浄 部 材 ３ ６ は 水 を 充 分
含 ん で お り 、 水 を 含 ん だ １ ８ ０ 度 以 上 の 角 度 の あ る 円 弧 面 ４ ４ が ノ ズ ル ５ ０ と 接 触 す る こ
と に よ っ て ノ ズ ル ５ ０ が 洗 浄 さ れ る 。 こ の 結 果 、 ノ ズ ル ５ ０ に 糊 が 固 ま る こ と を 防 ぐ こ と
が で き 、 次 の 製 本 作 業 に お け る 糊 の 吐 出 量 を 所 定 の 安 定 し た も の と す る こ と が で き る 。 そ
の 後 、 回 転 検 知 セ ン サ ２ ８ が ア ー ム ４ ０ を 検 知 す る こ と に よ っ て 、 制 御 手 段 に よ っ て モ ー
タ ２ ０ の 回 転 を 停 止 さ せ 、 洗 浄 部 材 ３ ６ の 回 転 を 停 止 さ せ る 。 洗 浄 部 材 ３ ６ の 回 転 が 停 止
し た 状 態 が 図 ３ （ ａ ） の 状 態 で あ り 、 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８ の ノ ズ ル ５ ０ は 洗 浄 部 材 ３ ６ と
は 離 れ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 で は 、 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８ が 図 ４ の 点 Ｘ か ら 点 や Ｙ に 移 動 し た 時 （ 洗 浄 手 段 １ ４
の 上 方 に 移 動 し た 時 ） に は 、 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８ の ノ ズ ル ５ ０ は 洗 浄 部 材 ３ ６ と は 接 触 し
な い よ う に し て あ る 。 そ の 後 、 洗 浄 部 材 ３ ６ を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 水 を 含 ん だ 洗 浄
部 材 ３ ６ の 円 弧 面 ４ ４ を ノ ズ ル ５ ０ に 初 め て 接 触 さ せ て 、 ノ ズ ル ５ ０ を 洗 浄 す る 。 こ れ は
、 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８ が 洗 浄 手 段 １ ４ の 上 方 に 移 動 し た 時 に 、 ノ ズ ル ５ ０ を 洗 浄 部 材 ３ ６
に 接 触 さ せ る よ う に す る と 、 ノ ズ ル ５ ０ が 洗 浄 部 材 ３ ６ に 衝 突 し て 洗 浄 部 材 ３ ６ が 損 傷 す
る お そ れ が あ る の で 、 そ れ を 避 け る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 洗 浄 部 材 ３ ６ に よ る ノ ズ ル ５ ０ の 洗 浄 回 数 が 多 く な る と 、 洗 浄 手 段 １ ４ の 容 器 ３ ０ 内 の
水 は 糊 で 汚 れ る の で 、 例 え ば １ 日 の 製 本 作 業 が 終 わ っ た 後 、 洗 浄 手 段 １ ４ を 保 持 手 段 １ ２
か ら 外 し て 、 洗 浄 手 段 １ ４ の 内 部 部 品 の 清 掃 と 水 の 交 換 を 行 う 。 こ れ に よ っ て 、 接 着 剤 吐
出 手 段 ４ ８ の ノ ズ ル ５ ０ を 確 実 に 洗 浄 で き 、 そ の 後 の 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８ か ら の 糊 の 吐 出
量 を 安 定 さ せ る こ と が で き 、 良 好 な 製 本 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 一 連 の 製 本 作 業 が 終 わ っ た 後 、 洗 浄 部 材 ３ ６ で 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８ の ノ ズ ル ５ ０
を 洗 浄 す る と 説 明 し た が 、 一 連 の 製 本 作 業 の 途 中 で 接 着 剤 吐 出 手 段 ４ ８ が 所 定 の 回 数 だ け
往 復 移 動 し た 場 合 に は 、 一 連 の 製 本 作 業 が 終 了 し な い 場 合 で あ っ て も 、 洗 浄 部 材 ３ ６ で 接
着 剤 吐 出 手 段 ４ ８ の ノ ズ ル ５ ０ を 洗 浄 す る よ う に し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 製 本 装 置 に 使 用 す る 接 着 剤 吐 出 手 段 の 洗 浄 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 清 接 着 剤 吐 出 手 段 の 分 解 斜 視 図 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 接 着 剤 吐 出 手 段 の ノ ズ ル に 対 す る 洗 浄 部 材 の 接 触 状 態 と 非 接 触 状 態 を 示 す 構 成 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 接 着 剤 吐 出 手 段 の 移 動 位 置 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ ０ 　 基 部
　 １ ４ 　 洗 浄 手 段
　 ２ ０ 　 モ ー タ
　 ２ ４ 　 回 転 検 知 セ ン サ
　 ３ ４ 　 軸
　 ３ ６ 　 洗 浄 部 材
　 ４ ０ 　 ア ー ム
　 ４ ４ 　 円 弧 面
　 ４ ６ 　 平 面
　 ４ ８ 　 接 着 剤 吐 出 手 段
　 ５ ０ 　 ノ ズ ル
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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